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「 Microsoft 」「 MS-DOS 」「 Windows 」 「Windows NT 」 は、米国 Microsoft Corporation (マイクロ 

ソフト社）の米国およびその他の国における登録商標です。 
その他の製品名、会社名は各社の登録商標または商標です。 


ご注意 

① 本書の内容の一部または全部を無断で複製•転載することはおやめ〈ださい。 

② 本書の内容に関しては将来予告なしに変更することがあります。 

③ 本書に、ご不明な点、誤り、記載もれ、乱 T、 落 T などがありましたら弊社までご連絡〈ださい。 

④ 本書に記載されていない方法で本機を操作しないで〈ださい。思わめ故障や事故の原因となることがあ 
ります。万一故障などが発生した場合は、責任を負いかわることがありますので、ご了承〈ださい。 

⑤ 本製品は、日本国内において使用することを目的に製造されてしなす。諸外国では電源仕様などが異 
なるため使用できません。 

また、安全法規制（電波規制や材料規制など）は国によってそれぞれ異なります。本製品および、関連 
消耗品をこれらの規制に違反して諸外国へ持ち込むと、罰則が科せられることがあります。 


□ XEROX」「The Document Company」 は登録商標でず。 





■ はじめに 


このたびは WorkCentre™ 11日 OJ をお買いあげいただき、まことにあリカ 《 とうございます。 

この取扱説明書には、 WorkCentre™ 1150J の設置のしかた、操作方法、およびを意事項を 
記載しています。製品の性能を十分に発揮させ、効果的にご利用いただ〈ために、ご使用に 
なる前には本書を必ずお読み〈ださい。また、読み終った後も大切に保管し、ご不明な点が 
ありましたときにも、ご利用〈ださい。 


富±ゼロックス株式会社 


この取扱説明書のなかで龙と表記されている事項は、安全にご利用いただ〈ための 
を意事項です。必ず操作を行う前にお読みいただき、指示をお守り〈ださい。 


この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 (VCCI) の基準に基づ〈クラス 
巳情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としています力 《 、こ 
の装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起こす 
ことがあります。 

取扱説明書に従って正しい取り扱いをして〈ださい。 


本機器は社団法人日本事務機械工業会が定めた複写機および類似の機器の高調波 
対策ガイドライン(家電•ミ凡用品高調波抑制対策ガイドラインに準拠)に適合しています。 



国際エネルギースタープログラムの参加事業者として、本製品が 
国際エネルギースタープログラムの対象製品に関する基準を満た 
していると判断します。 
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■ 本書の表記 
前提知識 


本書は、お使いの 0 S (オペレーティングシステム）の環境について基本 
的な知識や操作方法を習得されていることを前提に説明しています。お使 
いの 0 S の基本的な知識や操作方法については、 0 S 付属の説明書や才 
ンラインヘルプなどをお読み〈ださい。 


前提条件 


本書は、 WorkCentre ™ 1150 J をはじめて使用するかたが巧象です。最初 
から順に読み進めて〈ださい。 


本書の構成 


本書の各章の内容は次のとおりです。 

第1章お使いになる前に 

WorkCentre ™ 1150 J の各部の名称、設置場所、取り扱い上のを意など、 
WorkCentre ™ 1150 J を設置する前に知っておいていただきたいことについて説 
明しています。 

第2章印刷する 


パソコンから印刷を指示する手順、印刷方法を設定する手順、および印刷指示 
を変更する手順やいろいろな印刷方法について説明しています。 


第 3 章スキャンする 

スキャンする方法やスキャナーのタブメニューについて説明しています。 

第 4 章 コピーす る 

基本的なコピーのとり方をはじめ、縮ル/拡大コピーなどいろいろなコピーのと 
り方について説明しています。 

第 5 章日常のお手入れ 

消耗品の交換方法、 WorkCentre ™ 1150 J の清掃の仕方などについて説明して 
います。 

第6章トラブルと思ったら 

紙づまりなど、 WorkGentre ™ 1 150J を使用中にトラブルが発生したときの対処 
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方法について説明しています。 

付録 

WorkCentre™ 1150J の仕様などについて説明しています。 

* 本書のほかに、「クイック リファレンス」 を同個しています。 WorkCentre™ 1150J の設 
置方法をまとめて記載しているので、本書とあわせてごミ舌用〈ださい。 

本書の表記 


本書では次のような表記を使用して説明しています。 


3 

LOGIC 


操作するときにを意することや、制約事項を説明しています。 



関連する内容の情報、詳細、操作の補足などについて説明し 
ています。 


胁 


U01 


参照先を示しています。 

操作パネルのディスプレイに表示される文字を示しています。 


• 操作パネルのキーおよびランプを太字で表します。 

例：スタートボタンを押します。 

• ファイル名やウインドウ、ダイアログボックスを「」で表します。 
例：ヴロパティ」ダイアログボックスを閉じます。 


• ウィンドウ内のメニュー、ダイアログボックス内の項目、入力内容、および各 
種ボタンを [] で表します。 

例： [0K] をクリックします。 

•パーソナルコンピューター、 PC をパソコンと略して記載しています。 

• Mifrosoft® Windows® 95 Operating System 日本語版を Windows® 95 と 
略して記載しています。 

• Mifrosoft® Windows® 98 Operating System 日本語版を Windows® 98 と 
略して記載しています。 


• Mifrosoft® Windows NT® Operating System Version 4.0 日本語版を 
Windows NT® 4.0 と略して記載しています。 

• ドキュメント • ハンドリング ■ ソフトウェア DocuWorks™ for Windows® Ver.3E を 
DocuWorks™ と略して記載しています。 
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■ 安全にご利用いただ〈ために 


安全にご利用いただ〈ために、本機をお使いになる前に必ず「安全にご利用いただ〈ために」 
のページを最後までお読み〈ださい。 



各記号は Jil 下のような意味を表します。 


この表示を無視して誤った取り扱いをすると、使用者が死 t または重傷を負 
う可能性があると思われる事項があることを示しています。 


A 、、午みこの表示を無視して誤った取リキ及いをすると、人が損害を負うことが想定される 
U 内容および物理的損害の発生が想定される事項があることを示しています。 


么記号は、製品を取り扱う際にを意すべき事項が 
あることを示しています。指示内容をよ〈読み、製品 
を安全にご利用〈ださい。 


A A\ 必 

击4注 Jt . 田せ止占 PlUf み注 A 


0記号は、行ってはならない禁止事項があることを ^ C \ 
示しています。指示内容をよ〈読み、禁止とされて 
いる事項は絶対に行わないで〈ださい。 E 止 



た*■止 


感麵廢 

サ K 了止化《立止ホ：《1での 
田95止 


•記号は、必ず行っていただきたい指示事項があ 
. ることを示しています。指示内容をよ〈読み、必ず実 
\施して〈ださい。 


〇 

ホ 


を参 

巧 H ブ5 了ースホ 
ヴ SU け だ J 



A 警告 


〇 

〇 


電源プラグは、定格電圧 100 V で、定格電流 10 A 上のコンセントに単 
独で差し込んで〈ださい。また、たこ足配線はしないで〈ださい。発熱によ 
る火災や感電のおそれがあります。なお、本機の定格電源は、 100 V 、 
0.日 A となっています。 

電源プラグやコンセントに付着したホコリは、必ず取り除いて〈ださい。そ 
のまま使用していると、湿気などにより表面に微少電流が流れ、発熱に 
よる义災のおそれがあります。 


延長コードは、定格 （125 V 、 1日 A ) 未満のものは使用しないで〈ださい。発 
熱による火災のおそれがあります。 
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A 警告 


0 

0 

d 


電源コードを傷つけたり、破損させたり、加工しないで〈ださい。また重い 
ものを載せたり、引っぱったり、無理に曲げたりすると電源コードを傷め、 
発熱による火災や感電の恐れがあります。 

電源コードは絶対に濡れた手で触らないで〈ださい。感電のおそれがあり 
ます。 


万一漏電した場合の感電や义災事故を防ぐため、電源コードとともに出 
ている緑色の アース 線を、必ず次のいずれかに取り付けて〈ださい。 

• 電源コンセントのアース端子 
• 銅片などを6日 Omm 上地中に埋めたもの 
•接地工事（第 D 種）を行っている接地端子 


ご使用になる電源コンセントのアースをご確認〈ださい。アースが取れな 
い場合や、アースが施されていない場合は、勢社のカストマーサポートセ 
ンターまたは販売店にご相談〈ださい。 


を 

运 



次のようなところには、絶対にアース線を接続しないで〈ださい。 

•ガス管（引火や爆発の危険があります。） 

• 電話専用アース線および避雷針 
落雷時に大量の電流が流れる場合があり危険です。） 

• 水道管や蛇口（配管の途中がプラスチックになっている場合はアー 
スの役目をまたしません。） 

万一、異物(金属片、水、液体)が内部に入った場合は、まず本体の電源 
スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いて〈ださい。そして、勢社 
のカストマーサポートセンターまたは販売店にご連絡〈ださい。そのまま 
使用すると火災や感電のおそれがあります。 

次のようなときには直ちに使用を中止し、電源スイッチを切り、電源プラ 
グをコンセントから抜いて〈ださし、。その後、勢社のカストマーサポートセ 
ンターまたは販売店にご連絡〈ださい。そのまま使用を続けると火災のお 
それがあります。 

• 機械から発煙したり、機械の外側が異常に熱〈なったとき 
• 異常な音やにおいがするとき 
• 機械の内部に水が入ったとき 

電源コードが傷んだら（お線の露出、断線）、勢社のカストマーサポートセ 
ンターまたは販売店に交換をご依頼〈ださい。そのまま使用すると火災や 
感電のおそれがあります。 
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A 警告 


0 

0 

(S) 

(S) 

o 

o 

o 


機械の上に花瓶や、植木鉢、コップなど水の入った容器を置かないで〈だ 
さい。水がこぼれた場合、火災や感電のおそれがあります。 

機械の上に金属類を置かないで〈ださい。すき間から内部に、クリップや 
ホチキスの針のような金属類や燃えやすいものが入り込むと、機械内部 
がショートし、火災や感電のおそれがあります。 

ネジで固定されているパネルやカバーなどは、取扱説明書で指示してい 
る箇所レ:>1外絶対に開けないで〈ださい。内部には電圧の高い部分があり、 
感電のおそれがあります。 

機械を改造したり、部品を変更して使用しないで〈ださい。乂災のおそれ 
があります。 

インクカートリッジを交換するときは、インクが皮膚に付かないようを意し 
て〈ださい。インクが付いてしまった場合は、水でよ〈洗って〈ださい。 
インクが付いたままにしておくと、皮膚に炎ををおこす原因となることがあ 
ります。 

インクカートリッジを交換する場合、インクカートリッジ搬送部 Jil 外の本体 
内部には触れないで〈ださい。誤動作や故障をおこす原因となることがあ 
ります。 

本機が動作中に電源スイッチ、パラレルおよび USB コネクタ部に触れな 
いで〈ださい。故障をおこす原因となることがあります。 
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/ j \ ミ主意 


0 

〇 

を 

を 

〇 


〇 

〇 


機械の電源スイッチを入れたままコンセントからプラグを抜き差ししない 
で〈ださい。アークによりプラグが変形し、発熱による火災の原因となるお 
それがあります。 

電源プラグをコンセントから抜〈ときは、必ず電源プラグを持っておいてく 
ださい。電源コードを引っぱるとコードが傷つき、义災、感電の原因となる 
おそれがあります。 

連休などで長期間、機械をご使用にならないときは、安全のために電源 
スイッチを切り、必ず電源プラグをコンセントから抜いて〈ださい。絶縁劣 
化による感電や漏電义災の原因となるおそれがあります。 

機械の清掃および保守、故障の処置を行う場合は、電源スイッチを切り、 
必ず電源プラグをコンセントから抜いて〈ださい。電源スイッチを切らずに 
機械の清掃や保守を行うと、感電の原因となるおそれがあります。 

1か月に一度は機械の電源スイッチを切り、次のような点検をして〈ださ 
い。 

なお、異常がある場合は勢社のカストマーサポートセンターまたは販売 
店までご連絡〈ださい。 

•電源プラグが電源コンセントにしっかり差し込まれていますか。 

• 電源プラグに異常な発熱およびサビ、曲がりなどはありませんか。 

• 電源プラグやコンセントに細かいホコリがついていませんか。 

• 電源コードにき裂やすり傷などはありませんか。 

ストーブやヒーターなどの発熱器具に近い場所、揮発性可燃物やカーテ 
ンなどの燃えやすいものに近い場所には機械を設置しないで〈ださい。义 
災の原因となるおそれがあります。 

機械は重さ 8.3 kg に耐えられる丈夫で水平な場所に設置して〈ださい。機 
械の転倒などによりケガの原因となるおそれがあります。 


パラレルケーブルを接続するときは、必ず電源スイッチを切って〈ださい。 
感電の原因となるおそれがあります。 

機械を持ち上げるときは、十分にひざを巧り、腰を傷めないようにを意し 
て〈ださい。 

高温、多湿及び換気が悪〈ホコリの多い場所には機械を移動しないでく 
ださい。発熱による火災や感電の原因となることがあります。 
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A ミ主意 



機械の後部には通気口があります。機械は壁から 15cm レ: >1 上離して設置 
して〈ださい。通気口を/ S 、 さぐと内部に熱が'こもり、义災の原因となるおそ 
れがあります。 

また、機械の操作および消耗品類の交換、日常の点検など、機械を正し 
〈使用し、機械の性能を維持するために、下図の設置スペースを確保し 
て〈ださい。 


(S) 

0 

(S) 

を 

(S) 




機械を移動する場合は、機械を10度レ: i 上に傾けないで〈ださい。転倒な 
どによるケガの原因となるおそれがあります。 


原稿カバーを開けたままコピーをとるとき、ランプ光を見つめないで〈ださ 
い。目の疲れや痛みの原因となるおそれがあります。 

機械の近〈または内部で強燃性スプレーや引火性溶剤を使用しないでく 
ださい。引义による义災の原因となるおそれがあります。 

厚手の原稿をコピーするとき、原稿を強〈押さえないで〈ださい。コピーガ 
ラスが割れてケガをする原因となるおそれがあります。 

機械を移動する場合は、必ず電源プラグをコンセントから抜いて〈ださい。 
電源コードが傷つき、発熱による火災や感電の原因となるおそれがあり 
ます。 


機械の上に重いものを載せないで〈ださい。機械のバランスが崩れて倒 
れたり、重いものが落下してケガの原因となるおそれがあります。 
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/ j \ ミ主意 



(S) 



つまった用紙を取り除〈ときは、機械内部に紙片が残らないよう、すべて 
取り除いて〈ださい。紙片が残ったままになっていると火災の原因となる 
おそれがあります。なお、紙片や用紙がヒーター部の見えない部分およ 
び口ーラーに巻き付いているときは、無理に取らないで〈ださい。ケガや 
やけどの原因となるおそれがあります。直ちに電源スイッチを切り、弊社 
のカストマーサポートセンターまたは販売店に連絡して〈ださし、。 

電源を入れたままダストカバーや布、ビニールシートなどのおおいをかぶ 
せないで〈ださい。放熱が悪〈なり、义災の原因となるおそれがあります。 

プラテンカバーやスキャンユニットを閉めるときはゆっくり閉めて〈ださい。 
プラテンカバーやスキャンユニットを勢いよ〈閉めたときに手などをはさむ 
と、ケガをすることがありますのでごを意〈ださい。 

印字中、本体内部に触れないで〈ださい。ケガをするおそれがあります。 



機械を持ち上げるときは、下図のように機械の正面と背面の端を対角線 
状に結んだ位置をしっかりと持って〈ださい。この位置レ:>1外を持って、持ち 
上げるとバランスを崩したり、落下によるケガの原因となるおそれがあり 
ます。 
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その他 

• いつも良い状態でご使用いただける環境の範囲は次のとおりです。 

温度10〜30で湿度20〜85%(結露がないこと） 

• 消耗品は、ご使用になるまでは開封せずに、次のような場所を避けて保管し 
て〈ださい。 

• 高温、低温、多湿の場所 
•火気のある場所 
•直射日光の当たる場所 
•ホコリが多い場所 

• 受信障害について 

ラジオの雑音、テレビなどの画面に発生するチラツキ、ゆがみがこの商品によ 
る影響と思われましたら、この商品の電源プラグをいったん抜いて〈ださい。 
電源プラグを抜〈ことにより、ラジオやテレビが正常な状態に回復するよう 
でしたら、次の方法を組み合わせて障害を防止して〈ださい。 

• 本機とラジオやテレビ双方の位置や向きを変えてみる。 

• 本機とラジオやテレビ双方の距離を離してみる。 

•この商品とラジオやテレビ双方の電源を別系統のものに変えてみ 
る。 

• 受信アンテナやアンテナ線の配置を変えてみる。ヴンテナが屋外 
にある場合は、電気店にご相談〈ださい。） 

•ラジオやテレビのアンテナ線を同軸ケーブルに変えてみる。 

• インクカートリツジは、安全のため、子供の手の届かないところに保管して〈だ 
さい。誤ってインクをなめたり、飲んだり、または目に入ったりした場合は、すぐ 
に医師にご相談〈ださい。 

• プリンターからインクカートリツジを取り外した場合は、力ートリツジ保管箱に収 
納してください。インクカートリツジが劣化するのを防ぐことができます。 

• 使用済みインクカートリツジを振らないで〈ださい。インクカートリツジ内に残っ 
ているインクが漏れるおそれがあります。使用済みインクカートリツジは、耐水 
性の袋に入れて廃棄して〈ださい。 

• インクカートリツジを強〈振ったり、分解しないで〈ださし、。 


X 


安全にご利用いただ〈ために 






警告およびを意ラベル貼り付け位置 

本機は安全にお使いいただ〈ために、レ:>1下のような注意ラベルが機械内部に表 
示してあります。指示内容をよ〈読み、安全にご利用〈ださい。 




力ートリツジ設置口ふたを開〈(裏側） 力ートリツジ設置口ふたを閉じる(表側) 


安全にご利用いただ〈ために xi 















■ コピー 禁止事項 


自分で使用するものであっても、何をコピーしてもよいとは限りません。法律によって、単に 
コピーを所有するだけでも罰せられるものもありますのでごを意〈ださい。 

法律で禁止されているもの 

• 紙解、貨解、政府発行の有価証券、国債証券、地方債証券をコピーすることは禁止さ 
れています。 

(見本であってもコピーすることは禁止されています。） 

• 政府の模造許可をとらない限り、未使用の郵便切手や、官製はがきなどをコピーするこ 
とは禁止されています。 

• 外国において流通している紙销、貨解、証券類をコピーすることは禁止されています。 

• 政府発行の印紙、法令で規制されている証券類をコピーすることは禁止されています。 

注意を要するもの 

• 民間発行の有価証券（株券、手形、小切手など)、定期券、回数券などは、事業会社が 
業務に使用するための最低必要部数をコピーするレ:>1外は、政府の指導によってを意が 
呼びかけられています。 

• 政府発行のパスポート、公共機関や民間団体発行の免許証、許可証、身分証明書や 
通行券、食券などの切符類も不必要なコピーをしないほうがよいと考えられます。 

著作権の目的となっているもの 

• 著作権の対象となっている書籍、音楽、絵画、版画、地図、図面、映画、および写真な 
どの著作物は、個人的にまたは家庭内、その他これに準ずる限られた範囲内で使用す 
る場合を除き、作者に無断でコピーすることは禁止されています。 


ピー禁止事項 
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箱の中身を確かめる 




CD-ROM □□□□□ □□□□□□□□□□□□ (USB □ □ □ □) 

(□□□□□ / DocuWorks ™) 
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操作部の位置（続き) 
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4 倍率選択ボタン 
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6診断ディスプレイランプ 


5 ズームボタン(25%〜400%) 
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LOGIC 
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「画像繰り返し J や「自動％ J はメニューボタンで設定した用紙のサイズに 
対してコピーする機能です。 

「操作パネルを使って用紙サイズを設定する」 (26 ページ） 
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「口ーラーを清掃する」 (1 13ぺージ) 
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「安全にご利用いただ〈ために」 (viii ぺージ） 
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次のような場所には設置しないでください。 
直射日光のあたる場所 
熱源または空調装置の近く 
♦ 埃のあるまたは汚れた環境 

「安全にご利用いただ〈ために」 (vii ぺージ） 


「アフターサービスのご案内」 (135 ぺージ) 
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■ USB ケーブル (Windows 98® パソコンのみ)の場合: 


パラレルケーブルの場合 


— ^ USB ケーブルまたはパラレルケーブルのどちらか1本のケーブルだけを 
ち^ご使用ください。ご使用のパソコンに USB ポートがなく、 Windows ® 98で 
もない場合には、パラレルケーブルを使用してください。 


本機をコピー機として、ご利用になるかたは、10ぺージの手順6にお進 
み〈ださい。インターフ王イスケーブルを本機に接続する必要はありませ 
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インクカートリツジを取り付ける 
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团 

LOGIC 


力ートリッジ側面と底面の電気接点には触れないようにして〈ださい。 
カートリッジにテープの切れ端が残っていないことを確かめて〈ださい。 
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□ □日/□□□日ボタンを押すと、新しいブラックカートリッジを取 
り付けなかったことを機械に知らせます。 


□ □□/□□□□ ボタンを押す t 新ししけラーカートリツジを取り付けな 
力、つたことを機械に知らせます。 
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Q 25 % 
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□ □□日ボタンが押されないまま 1 分間が経過すると、機械は電源 
投入後の状態に戻ります。操作パネルのディスプレイには 
eeh が表示されます。 

レジ調整が終わっていない場合は、コードが表示されるま 
で□□日 □ ボタンを押し、次に日□□日ボタンを押してから、レジ調 
整を繰り返して〈ださい。 
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自動フィーダーを使用する 
用紙をセットする 


">1 OHP フイルムの場合は、インクジェットプリンター用の OHP フイルムを 
使用してください。 OHP フイルムの印刷面を確認して、 OHP フイルム 
の両端を持つようにし、印刷面には触れないようにしてください。印刷 
面にかき傷や指紋をつけないように十分を意してください。 
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封筒やはがきをセットする 
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3 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 




• 印刷中に封筒が詰まったら、自動フィーダーに入れる封筒の数を減らすか、封筒を 
前後にさばいてから、セットし直してください。 

• 消印の押された封筒はセットしないでください。窓開き、のりなどの付いた封筒は使 
用しないでください。 


r -^ • はがきにあて名の印刷をする場合、アプリケーシヨンソフトによっては、はがきをセッ 

卜する向きが逆になることがあります。詳細は、アプリケーンヨンソフトの説明書をご 
覧〈ださい。 

• はがきガイドを使って、自動フィーダーにセットする用紙は、は力 《 きと封筒だけです。 
(ハソコンから印刷する場合） 
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手差しフイーダーを使用する 


はがきや封筒にパソコンから印刷するときは、自動フィーダーにはがき 
ガイドを使ってセットして〈ださい。 
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• 厚めの光沢紙や特殊紙 (OHP フィルム、ラベル紙、アイロンプリント紙など)は、手 
差しフィーダーを使用してください。 

• はがきまたは封節コピーするときは、手差しフイーダーを使用してください。 
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メニューボタンを使用する 


レジ調整 


インクカートリツジの交換 


メニューボタンの操作時に、どのボタンも押されずに1分レ: I 上経過すると、自動的に 
N 邮 電源投入時の状態に戻り、操作パネルのディスプレイは KSI に戻ります。 
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2 □□□□□□□□□□□回 


IDDDDDDDD 



|> OHP フィルム 

\ りがぉ紙 t じ！す返し 

*りコート紙 |!>自動％ 




〇 


じ普通紙 01000/〇/ズ-ム0400% 

0« Osr 0^1 Oil Q ；, 


— 141% A 5^ A 4 コピー枚数 

をも 公 115% B 5-> A 4 り〜日 0) 



操作パネルを使って用紙サイズを設定する 


□ D 

□ D 





日 

〕 □ 
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4 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 



「画像繰り返し j や r 自動％ j は、メニューボタンで設定した用紙サイズに対 
^してコピーする機能です。 


テストプリント/クリーニング 
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用紙について 



一般的なごを意 
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セットできる用紙の種類 


面- 

LODfC 


• はがきや封節こパソコンから印刷するときは、自動フィーダーにはがきガイドを使つ 
てセットしてくださし、。 

• 厚めの光沢紙や特殊紙 (OHP フィルム、ラベル紙、アイロンプリント紙など)は、手 
差しフィーダーを使用してください。 

• はがきまたは封節コピーするときは、手差しフイーダーを使用してください。 
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特殊な用紙の取り扱いについて 


ion 70%n 


OHP フイレ厶と光が紙 
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□ □□□□□□□□□ DocuWorks™ for 

□ □ DocuWorks™ for Windows® Ver.3E □ 

□ □ DocuWorks™ Ver.SE □□□□□□□□ 



2 DDDDDDDDDDD 

3 DDDDDDDDDDD Windows®^ □□□□回 

4 CD-ROM n n □ □ □ CD-ROM n n n □ □ □ □ 


- □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

■ □□□□□□□□□□□□□□ 回 (TWAIN D D D D 


(ivi^ 


DocuWorks™ Ver.SE 

プリンタードライバー、スキャナードライバー、 DocuWorks ™ Ver . SE をすベてインス 
トールする場合は、ハードディスクに22 メガバイト上の容量が必要です。 PC 環 
境のシステム構成は、付録を参照〈ださい。 

スキャン用のスキャナードライバー ( TWAIN ドライバー）は単体では動作しません。 
TWAIN 規格に準拠したアプリケーシヨンソフト(例えば、添付の DocuWorks ™ 
Ver .3 E ) からスキヤナーで画像を読み取るときに使用します。 


ソフトウェアをインストールする 


ソフトウェアをインストールする 

ソフトウ X ア概要 


ソフトウェアをインストールするときは、ほかのプログラムが実行されていないことを確 
認して〈ださい。 
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■ Windows® 98 で USB ケーブルを接続している場合 
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ソフトウェアを削除する 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

1 Windows ⑥ n □□□□□□ 
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第 2 章印刷する 


' 〇 、ぐ 

へーン 


アプリケーションから文書を印刷する . 36 

印刷方法を設定する . 39 

Windows®95/98 の印刷方法を設定する . 39 

Windows NT® 4.0 の印刷方法を設定する . 39 

印刷設定を変更する (Windows NT ®4.0 の場合) . 40 

印刷設定を変更する ( Windows ® 95/98の場合) . 42 

プリンタープロパティのボタンとアイコン . 44 

いろいろな印刷方法 . 45 

両面印刷 (Windows®95/98 Windows NT®4.0 をお使いの場合) ...... 46 

まとめて 1 枚 (N アップ) (Windows®95/98 をお使いの場合) . 52 

ル冊子印刷 (Windows®95/98 をお使いの場合) . 57 

拡大連写 (Windows®95/98 をお使いの場合) . 62 
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はがきにパソコンから印刷するときは、はがきガイドを使って、自 
動フイーダーにはがきをセットしてください。 


アフリケーシヨンから文書を印刷する 


岐 


「ソフトウェアをインストールする」 (31 ページ ) 
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本機をパソコンのプリンターとして使用する場合は、本体の操作パネル 
( m ^ のボタンを使用する必要はありません。たとえば、カラー印刷を行う場合 
に、操作パネルのカラーボタンを押す必要はありません。操作パネルの 
ボタンは主にコピーするときに使います。 
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■ プリンターフナルダーから本機を設定する場合 

1 


印刷方法を設定する 

Windows®95/98 の印刷方法を設定する 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

■ Windows ® アプリケーシヨンから設定する場合 

1 □□□□□□□□□□□□□□□ 


■ Windows ® アフリケーシヨンから設定する場合 

1 DDDDDDDDDDDDDDD 


Windows 98では色の管理タブも表示されます。 


Windows NT® 4.0 の印刷方法を設定する 
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■ プリンターフナルダーから本機を設定する場合 

1□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 


印刷設定を変更する (Windows NT ®4.0 の場合) 
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いろいろな印刷方法 


WorkCentre ™ 1150 J □□□□□□□□□□□□ 1DDNDDDDDDDD 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

■ □□回- □ □□□□□□□□□回 


• Windows NT ®4.0 をお使いの場合は、両面印刷の機能だけが使え 

觸ます。 

• Windows ® 95/98をお使いの場合は、上記の4つの各機能がすべて 
使えます。 
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長辺とじ 


とじ方に ついて 


両面印刷 (Windows®95/98 Windows NT®4.0 をお使いの場合 ) 


ご使用のアフリケーンヨン側での設定力 《 、フリンターフロパティの給紙方 
法、用紙サイズ、または原稿の向きの設定よりも優先されることがあり 
ます。 
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短辺とじ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□回 
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2 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 



• [用紙]タブで選択された印刷方向によって、[仕上げ]タブの师面印刷] 
( m ® 枠内のイメージが変わり、どのように印刷されるかを示します。 

• [用紙セット方法を印刷する]を選択する t 片面印刷後に「両面印刷 
の用紙セット方法」が自動的に印刷されます。「両面印刷の用紙セット 
方法」には、もう一方の面を印刷するための用紙の挿入方向が示され 
ています。パソコンの画面にも「両面印刷の用紙セット方法」が表示さ 
れますので、簡単に両面印刷ができます。 

• [用紙セット方法を印刷する]を選択しないと、「両面印刷の用紙セット 
方法」は印刷されません。操作に慣れて、「両面印刷の用紙セット方 
法」が不必要な場合は、「両面印刷の用紙セット方法」を使わずに両 
面印刷をすることもできます。 
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• 「両面印刷の用紙セット方法」を印刷した場合は、必ず「両面印刷の用 
( mH 紙セット方法」を表面に印刷された用紙と一緒にセットして〈ださい。セ 

ットしないと、裏面印刷後に用紙補給のメッセージが表示されます。 

• 設定を長辺とじにする力\または短辺とじにするかによって、印刷され 
る「両面印刷の用紙セット方法」に示される矢印の向きが異なります。 


手順2で[用紙セット方法を印刷する]を選択しなかった場合は、「両面印 
刷の用紙セット方法」は印刷されません。 
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まとめて 1 枚 （ N アップ ) (Windows®95/98 をお使いの場合 ) 
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並べたページ画像の境界線の枠を印刷する場合、[枠をつける]を選択 
します。どのように印刷されるかを印刷ページのイメージで見ることが 
できます。 


両面印刷を行う場合は、[用紙セット方法を印刷する]を選択すると、片 
面印刷後に給紙ガイドが自動的に印刷されます。「両面印刷の用紙セ 
ット方法」には、もう一方の面を印刷するための用紙の挿入方向が示 
されています。パソコンの画面にも両面印刷時の用紙のセット方法が 
表示されますので、簡単に両面印刷ができます。 

[用紙セット方法を印刷する]を選択しないと、「両面印刷の用紙セット 
方法」は印刷されません。操作に慣れて、「両面印刷の用紙セット方 
法」が不必要な場合は、「両面印刷の用紙セット方法」を使わずに両 
面印刷をすることもできます。 
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• 「両面印刷の用紙セット方法」を印刷した場合は、必ず「両面印刷の用 
[Mpfaq 紙セット方法」を表面に印刷された用紙と一緒にセットして〈ださい。セ 

ットしないと、裏面印刷後に用紙補給のメッセージが表示されます。 

• 設定を長辺とじにする力\または短辺とじにするかによって、印刷され 
る「両面印刷の用紙セット方法」に示される矢印の向きが異なります。 


手順3で[用紙セット方法を印刷する]を選択しなかった場合は、「両面印 
刷の用紙セット方法」は印刷されません。 
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2 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 



• [用紙セット方法を印刷する]を選択する t 片面印刷後に「両面印刷の 
[ m ^ 用紙セット方法」が自動的に印刷されます。「両面印刷の用紙セット方 

法」には、もう一方の面を印刷するための用紙の挿入方向が示されて 
しなす。パソコンの画面にも「両面印刷の用紙セット方法」が表示され 
ますので、簡単に両面印刷ができます。 

• [用紙セット方法を印刷する]を選択しないと、「両面印刷の用紙セット 
方法」は印刷されません。操作に慣れて、「両面印刷の用紙セット方 
法」が不必要な場合は、「両面印刷の用紙セット方法」を使わずに両 
面印刷をすることもできまず。 

• 厚紙に印刷する場合は、 [1 組の枚数]の値をルさ〈して〈ださい。 


• [仕上げ]タブで[用紙サイズ]の設定を変更ずると、[基本]タブでの用紙 
サイズ設定が無効になります。 
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• 「両面印刷の用紙セット方法」を印刷した場合は、必ず「両面印刷の用 
南紙セット方法」を表面に印刷された用紙と一緒にセットして〈ださい。セ 
ットしないと、裏面印刷後に用紙補給のメッセージが表示されます。 

• 設定を長辺とじにする力\または短辺とじにするかによって、印刷され 
る「両面印刷の用紙セット方法」に示される矢印の向きが異なります。 


手順2で[用紙セット方法を印刷する]を選択しなかった場合は、「両面印 
刷の用紙セット方法」は印刷されません。 
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小冊子のページをとじる 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 
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拡大連写 ( Windows ®95/98 をお使いの場合) 
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• 選択する[拡大枚数]の値は、印刷後貼り合わせたときの幅と長さのぺ 
ージ数になります。たとえば、上記の例では、印刷後貼り合わせたとき 
の幅と長さがそれぞれ2ページ分の大きさになります。[拡大枚数]の 


数値の変更によって、ダイアログボックス内のイラストイメージが変わ 


り、どのように印刷されるかを見ることができます。 


• 並べたページ画像の境界線の枠を印刷する場合、[のりしろ枠をつけ 
る]を選択します。どのように印刷されるかを印刷ページのイメージで 
見ることが'できます。 
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ジを指定して印刷する 
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スキャニング 


スキヤンする 
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「ソフトウェアをインストールする」 (31 ページ) 
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WD'n rarifOatitna 


本機とパソコンがパラレルケーブルで接続されている場合は 、 [Fuji 
Xerox WorkCentrel 1 50 J ] を選んで〈ださい。 


年た州ル 


3お 


■則 
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12 D Fuji Xerox WorkCentre 1150 J TWAIN □□□□□□□□□□□□□ 
D D D D 


このボタンで、本機はスキャニングを開始し、画像を取り込みます。操作 
パネルのディスプレイにが表示されまず。 


函 

LOGIC 


スキャンニングしたい範囲が大き過ぎたり、解像度が高く設定されてい 
ると、メモリーが不足して TWAIN 通信エラーが発生することがありま 
す。解像度を低くするか、範囲をルさくして、スキャン手順をもう1度繰 
り返してください。 
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スキャンする場合は、プラテンカバーを確実に閉じて、原稿がコピーガラスにぴったり 
と接触するようにセットしてください。 
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特長 


10 OHP フィルム 




画像 
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コート紙 | 1 > 自動％ 

た普通紙 *\> 100 %/ X -/^ 04000 /〇 
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操作パネルのボタンは主にコピーするときに使います。本機をパソコンのプリンターとして使用 
N 叫 する場合は、操作パネルのボタンを使用ずる必要はありません。 
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基本的なコピーのとり方 




• はがきまたは封筒にコピーするときは、手差しフイーダーを使用してく 
ださい。 


• 厚めの光沢紙や特殊紙 ( OHP フィルム、ラベル紙、アイロンプリント紙 


など)は、手差しフイーダーを使用してください。 




厚みのない原稿をコピーするときは、プラテンカバーを確実に閉じ 
て、原稿とプラテンカバーがぴったりとコピーガラスに接触するよう 
にセットしてください。 


• 原稿の厚みによって、プラテンカバーとコピーガラスの間にすき間 
があると、原稿でない部分は黒くコピーされます。 












原稿のセット方向に巧して、 90 度回転してコピーが排出されます。 


了 ブック物の原稿や厚みのある物をコピーする場合は、下図のようにプ 
^ ラテンカバーを開いたまま、十分に明るい場所で コピーしてく ださい。 
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〇 用紙 

紙質 

r ク j OHP フィルムは、湿った場所に長期間放置しておくと、コピーした画像 
が読めなくなることがあります。 

いろいろなコピーをとる 


用紙紙質を選択する 


1 . 画像繰り返しのコピーをするときは、コピー倍率を設定できません。 
a * • 原稿のセット方向に対して、90度回転してコピーが排出されます。 
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O 400% 400%〜25%を設定する 



□ □日ボタン 


コピーモードを選択する 


コヒー を縮小/拡大する 


カラー原稿を黒モードでコピーするとき、コピー画質を「標準 J または 
「はやい J を選択すると、原稿の濃さが仕上がりのコピーの濃さと異な 
ることがあります。 
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メニューボタンの使用 



コピー枚数を設定する 


コピー 枚数 
り〜 50) 



メニユ ー 
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印字保証領域について 
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ノズルを清掃する 


インクカートリツジについて 
インクカートリッジの取り扱い 
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操作パネルからのノズルの清掃 
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LOGIC 


お線がまだ途切れるようならば、インクカートリツジのノズルを拭き取り 
ます。「ノズルと接触部を清掃する J (95 ページ)にお進みください。 
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ノズルと接触部を清掃する 
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カートリッジ搬送接触部を清掃する 
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3 □□□□□□□□□□□回 



4 □□□□□□□□□□□□□□□□□回 



5 □□□□□□□□□□ 2□□□□□□□□回 
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囲 

LOOK 


ノズルの清掃手順に従って清掃しても、まだ満足な印刷品質が得られ 
ない場合は、新しし、インクカートリツジに交換してください。それでも、 
印刷品質が改善されない場合は、機械本体を調べる必要があります。 
弊社のカストマーサポートセンター (1 35ぺージ)にご連絡くださし、。 
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インクカートリツジを交換する 


パソコンからの印刷中に診断ディスプレイのランプのどち 
[ M 町!^ らかが点灯しても、印刷は継続されます。パソコンからの 
印刷完了後にインクカートリツジを交換して〈ださい。本機 
ではインク液がカウントされ、両方のインクカートリツジにつ 
し、てインク切れカウントが記録されます。 
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团 

LOOK 


インクカートリツジが搬送部内でぐらつくようならば、所定の位置に固 
定されていません。もう一度、はめ直してマシンの後方にしっかりと押 
し込んでください。 


9 □□□□□□□□□□□回 



手順を中断して印刷搬送部を左側アクセス部に放置したまま30分レ:>1上経過すると、 
インクカートリツジ搬送部はスタンバイ位置に移動します。 


LOOK 


インクカートリツジが左ち逆に取り付けられると、正しく印刷されません。 
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レジ調整をする 
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パソコンからレジ調整をする 
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〇 « Omm~ 0^1 Qll 

Q 25 % 


操作/《ネルを使用してレジ調整をする 



本機は、日 □ □ □ ボタンが押されるまでに1分間経過するとタイムアウ 
卜になり、電源、投入後の状態に戻ります。その後、操作パネルのデイス 


プレイがI 


_Iに変わります。 

レジ調整が終了していない場合は、操作パネルのディスプレイに 
1!£3が表示されるまで、 □ □ □ □ ボタンを繰り返し押して、それから 
スタートボタンを押して、もう一度レジ調整を繰り返して〈ださい。 
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ステータスモニター 
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ステータスモニターの タブ メニュー 


ステータスタブの使用 
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ローラーを 清掃する 
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倍率確認 
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クリーニングシートは印字機構部内を通過するたびに、钻着面の約半分 
の幅(はがきの幅)で口ーラーを清掃します。クリーニングシートを上下逆 
にして、巧び自動フィーダーにセットすることで、钻着面の左右全面を使 
つて、口ーラーの清掃ができます。 


6 DDDDDDDDDDDDDD 


同捆されているクリーニングシートをすベて使い終わりましたら、お近く 
のパソコン店等にて市販品をお求め〈ださい。 
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第 6 章トラブルと思ったら 
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用紙かおまったとき . 116 

紙づまりをな〈すためには . 117 

状態表示コードー覧 . 118 

プリンターのトラブル . 120 

印刷品質のトラブル . 123 

フイーダーのトラフノレ . 129 

スキャナーのトラブル . 131 

診断ディスプレイにこんな表示が出たら . 132 

より良〈お使いいただ〈ために . 133 

インスト レーシヨ ンについて . 133 

性能について . 133 

こんな表示が出たら . 134 
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用紙が詰まったとき 


フリンター排出部に用紙が詰まった場合 


背面の給紙部に用紙が詰まった場合 


印刷中の紙づまり 






116第6章トラブルと思ったら 








紙づまりをな〈すためには 
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状虑表示コードー覧 

機^にトラブルが発生すると、 lit 下の状態表示コードが操作パネルディスプレイに 
表示されます。 


状態表示コード 原因 解決方法 
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状態表示コードー貴(続き) 


弊社のインクカートリツジでないものは、本機の力ートリツジ設置口に合いません。 


状態表示コード 


原因 


解決方法 
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プリンターのトラブル 


現象 


原因および解決方法 
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現象 


原因および解決方法 


フリン ターの トラブル (続き) 



第6章トラブルと思ったら 121 









プリンターのトラブル(続き) 


現象 


原因および解決方法 
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現象 


原因および解決方法 


印刷品質のトラブル 
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現象 


原因および解決方法 


印刷品質のトラブル(続き) 
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現象 


原因および解決方法 


印刷品質のトラブ J レ(続き) 
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現象 


原因および解決方法 


印刷品質のトラブ J レ(続き) 
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現象 


原因および解決方法 


印刷品質のトラブ J レ(続き) 
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現象 


原因および解決方法 


印刷品質のトラブ J レ(続き) 
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ーダーのトラブル 









—ダーのトラブ J レ(続き) 
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スキヤナーのトラブル 









スキヤナーのトラブ J レ(続き) 






現 

象 






原因および解決方法 
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診断ディスプレイにこんな表示が出たら 

本機の診断状態には、]下の3種類があります。診断ディスプレイに]下のランプが点灯し 
ナこら、 下の表を参照して〈ださい。 


診断ランプ 



現象 






解決方法 
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より良〈お使いいただ〈ために 

インストレーシヨンについて 


性能について 
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こんな表示が出たら 


レ:>1下の表示コードによって、機械の状態が示されます。これらのコードは、操作パネルのディ 
スプレイに表示されます。 


状態 

表示コード 

状態の説明 

□ □ □ □ 

□ 

001 

DDDDDDDDD 

□ □ □ 

025〜400 

□ □□□□□(□□/□□) 

001〜050 

D D D D D 

D D D D 

U01 

DDDDDDDDDDD 

U02 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □□□凹 L-PD □□□□□凹 

A00 〜 A30 

D D D D 

bOO 〜 b15 

D D D D 

COO 〜 C30 

DDDDDDDDDDDDD 

dOO 〜 d30 

DDDDDDDDDDDD 

EOO 〜 E30 

DDDDDDDDDDD 

FOO 〜 F30 

DDDDDDDDDD 

U03 

DDDDDDDD 

P01 

□ □□□凹 

P02 

MD D D 

P03 

□ □□□□凹 

U04 

DDDDDDD/DDDDDD 

D D D D 

PCS 

DDDDDDDDD 

□ □ 

PGP 

D D D D 

□ □ □ □ 

D D D D 

L-C 

D(DDD)DDDDDDDD 

r-C 

D(D)DDDDDDDD 

bsy 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

□ □ 
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アフターサーピスのこ案内 


□ □□□回 

□ 0120 - 78-2209 


DDDDDDDDDDDDDD urlq DDDDDDDDDDDDDDD 

http : //www.mj ixerox.co.Jp/shoumou 


保守•操作のお問い合わせは 
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D D 
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D D 
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D D 
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1：36 



付録 


主な仕様 

スキャナー機能 


0 S 

Windows ® 95/98 Windows NT ® 4.0 

対応パソコン 

DOS/VD 

インターフェイス 

に EE 1284 0 □ (ECPD □□□の 
USB(HUBD D D D ) 

ドライバー 

TWAIN D D 

読み取り素子 

C にの □□□□□□□□□□) 

有効読み取り幅 

210 mm 

階調 

□ □ RGBD D 10 D D D D 

□ □ RGBD D 8 D D D 

光学解像度(主走査 X 副走査） 

300 X 600 dpi 

読み取り解像度 

(ソフトウェアによる補間） 

□ □ 4800 dpi 

プレスキヤンモード 

□ □ □ 75 dpi 

PC 動作環境 

DDDDDDDD 

Pentium 1の 200 MHzQ 32 Mbyte D D D 
□ □ 100 Mbyte D □□□□□回 

DDDDDDDDDDD 

486 DXD 100 MHzD 16 Mbyte □ □ □ □ □ 
20 Mbyte D □□□□□回 
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プリンター機能 


印字方式 

DDDDDDDDD 

インク 

2 □ □ □ □ □ □ (K ， CMY) 

0S 

Windows® 95/98 Windows NT® 4.0 

対応パソコン 

DOS/V D 

インターフェイス 

に EE 1284 0 □ (ECPD □□□の 

USB(HUBD D D D ) 

エミュレーシヨン 

HBP (GDI) 

印字速度 

黒 

(A4 で像密度 
5% の原稿） 

DDDDDDDD □□ 8 ppm 

□ □ D D 5 ppm 

□ □ □ □ □1 ppm 

カラー 

(A4 で像密度 
15% の原稿） 

DDDDDDDD □□ 3 ppm 

□ □ □□1.5 ppm 

□ □ □ □ □ 0.5 ppm 

印字解像度 
(水平 X 垂直 ) 

クイックプリント 

300 X 600 dpi 

標準 

600 X 600 dpi 

高画質 

1200 X 1200 dpi (D D D ) 

最大用紙サイズ 

A4/D □□/□□□□ 

プリントマージン 

□ □ □ 3mm 

□ □ □ 13mm 

□ □□□□□ 3.5mm 

実効印字幅 

203± 1 mm 

排出トレイ最大 

D D 50D 

最大補給枚数 

□ □ 100 D (D D D A4 D D D ) 

最長プリンターケーブル長 

1.8 m 

PC 動作環境 

DDDDDDDD 

Pentium 1 の 200 MHzQ 32 Mbyte □ □□回 
20Mbyte D □□ 日□□凹 

DDDDDDDDDDD 

486DXD 100 MHzD 16 Mbyte □ □ □ □ □ 

20 Mbyte D □□□□□回 
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□ □□□凹 


スキャナータイフ 
最大原稿サイズ 
最大用紙サイズ 
最大読み取り幅 


□ □□□□回 _ 

A 4 /D D D _ 

A 4 /D □□/□□□ 


光学解像度(主走査 X 副走査） 300 X 600 dpi 


コピー画質 

白黒コピースピード 
( A 4 で像密度5%の原稿） 


カラーコピースピード 
( A 4 で像密度15%の原稿） 


像欠け幅 


最大連続複写枚数 
ズー厶 
応用機能 
コピー濃度 


D D D D 
□ □ □ 


□ □ □ 



□ □ □ □ 3 cpm 

□ □ □ 2 cpm 

D D D D 0-5 cpm 

D D D D 1.5 cpm 

□ □ □ 0.5 cpm 

□ □ □ □ O.Scpm 

□ □ □ 3.0 mm 

□ □ □ 3.0 mm 

□ □□□□□ 3.0 mm 

50 D _ 

25 %D 400%(1 %D D ) 
DDDDDDDDDD 


nnnnnn ( nn □□□□□□□の 


付 
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本体について 


項目 

仕様 

定格 AC 電源 

100VAC 

平均電力消費量 

15 WD D (D D D ) 

50W □□(□□回） 

35 W □□(□□□□の □ □) 

本休寸法 

幅 44.4 X 奥行 46.( 

) X 高さ 21.5cm 

本休質量 

8.3 kg 

(インクカートリツジを含む） 

動作条件 

温度 

5〜40で 


湿度 

20〇/〇〜80〇/〇 RH 

推奨動作条件 

温度 

16〜32で 


湿度 

40%-70% RH 

インクカートリツジ 

カラーカートリツ 
ジ QD(J894) 

ブラックカートリッジ 
ND(J893) 
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専用紙について 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 


種類 

枚数 

商品コード 

0A 用紙 A4 サイズ 

500 D 

V381 

0A 用紙 B5 サイズ 

500 D 

V383 

インクジェットプリンター用紙(コート紙） 

A4 サイズ 

100 D 

V386 

インクジェットプリンター用紙(コート紙） 

B5 サイズ 

100 D 

V387 

インクジェットプリンター用フォト光沢紙 

A4 サイズ 

20 □ 

GCAA0013 

インクジェット OHP フィル厶 

A4 サイズ 

50 D 

V390 


用紙紙質による給紙方式 


用紙類タイプ 

給紙方式 

普通紙"" 

DDDDDDD 

インクジェット用紙* 

コート紙* 

DDDDDDD 

光沢紙"" 

DDDDDDDD 

OHP フイ J レ厶* 

DDDDDDD 

ラベル紙 

DDDDDDDD 

封筒 

DDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDDDD 

D D D D 

アイロンプリントの転写紙 

DDDDDDDD 

□ □ □ 

DDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDDDDD 

D D D D 


*□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 



• 厚めの光沢紙や特殊紙 ( OHP フィルム、ラベル紙、アイロンプリント紙など)は、手 
差しフィーダーを使用してください。 

• はがきまたは封筒にコピーするときは、手差しフイーダーを使用してください。 
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• Fuji Xerox WorkCentre" 
DocuWorks □ □ □ □ □ 

DDDDDDDDDDD 


(b)D □□□□□□□□□□□□□□□□回 
[□□凹] 


[□□凹] 


DocuWorks ™ Ver . 3 E をインストールする刖に 
■インストールに必要な環境 

DocuWorks ^ Ver . 3E □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 

• Windows®95/98D □ □ □ Windows NT ⑥ 4.0 □□□□□□□□□□□ □ 

□ □□回 

CPU □ Pentium(100MHz)D D 

D D D D □ 32 Mbyte D D 

DDDDDDDDDDD D 100 Mbyte □□ 

■インストールに必要なディスク空き 容量 

DocuWorks ™ Ver . 3E □□□□□□□□□□□□□□□□ 14 Mbyte □ □ □ 

DDDDDDDDDD 

■インストール時のを意事項 
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□ X 

_—- E 


D 


P 


D U 

D S 

D ( 


D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 


旬 


D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 


D 

D 


D 


D 

D 

D 

D 

D 

D 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

D DD 
D DD 
D DD 
D DD 
D DD 
D DD 
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D D D 
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D dd 
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D D 
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D 

D 
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D 

D 
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D 

E _——_ 
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■ - D 
D 
D 

Id □ 
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ID 
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D □ 

• 




D D 
D D 
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D □ 

dd 
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□ □□□□□ 田田 □□ 回 9D D 12D D 13D D 17D 25 D 
DDDDDDDDDD URLQDDDDDDDDDDDDDD 

http://www.fujixerox.co.jp/soft/docuworks 

■本ソフトウェアの権利 


■ DocuWorks ™ に関するお問い合わせ 
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IEEE 1284 D □□□□□□ .4 

USBD D D .4 

Wndov\6 hT 4. on □□□□□□□□□ .39 

Wndov\6®95/98D □□□□□□□□□ .39 


Wndov\6 hT 4. on □□□□□□□□□ .39 

Wndov\6®95/98D □□□□□□□□□ .39 

\/Vndov\s®D □□□□□□□□□□□□□□□....39 



DDDDDDDDDDDD. 135 


DDDDDDDDDDDD. 135 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□ .36 
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□ □ □ □ . 35 
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□ □□□□□□□. 116 

□ □□□□□□□□. 123 

□ □□□□□□□□. 39 

□ □□□□□□□□□. 87 

□ □□□□□□□□□□□□. 133 

DDDDDDDDDDDD . 2 

□ □ □ □. 137 



DDDDDDDDDDDD . 4 


DDDDDDDDDDDD . 4 

□ □□□□□□□□□□□□□□□ . 99 

□ □ □ □ . 62 

□ □□□□. 3 

□ □□□□□□□□□□□□□□ . 83 
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DDDDDDDDDDDD . 117 
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富 ± ゼロックスに対するご意見、ご相談などは、お客様相談センターへご連絡〈ださい。 

フリーダイヤル0120 -27-41 00 

(フリーダイヤル受付時間：±、日、祝日を除く 9〜12時、13〜17時、東京でお受けします。 
ただし、通話地域制限がある内線電話機からはご利用になれません。全国通話ができる電 
話機をご使用〈ださい。） 
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